
 ＜白水小学校の教育目標＞ 『自立 貢献 挑戦』 

～「自分は何ができるのか」を考え実行することができる子どもの育成～ 

  春日市のコミュニティ・スクールは、子どもたちに「生きる力」や「市民性」を育

むことを目指しています。本校では、子どもたちが地域が好きで、地域の方々と

つながり、自分ができることを考える子どもになるよう支援をしています。本校の

6年生が「地域との関わり（市民性）」について思っていることを紹介します。                                             

・ 私は、地域行事に参加しています。たくさんの世代の方と交流できるのは、と

てもいい機会だと思います。たくさんの喜んでいる人の姿や楽しんでいる様子を

見ると、地域の方と仲良くなれたと感じることができてうれしいです。地域のため

になることをしている方は、とてもすごいと感じます。中学生になったら、いつもお

世話になっているので、恩返しができたらいいです。ボランティア活動をしたり、

もっと地域行事に参加したりして、地域の方と助け合いながら生活しようと思い

ます。           

・ 私は、よく公民館で遊んでいます。その時に、公民館の方があいさつをしてく

れるのでうれしいです。だから、これからも公民館を活用していきます。また学校

に行くときに旗を持っている地域の方がいます。そこを通ると、挨拶をしてくれま

す。その時に、私は安心して学校に行くことができるので、いつも感謝していま

す。だから、挨拶をされた時は、自分も挨拶を返そうと思います。 

後期前半が終了しました。ありがとうございました。 

  １２月２２日、後期前半を無事終了することができました。ありとがとうござ

いました。今年５月に、新型コロナウイルス感染症が２類から５類に変わり、子

どもたちが一堂に会して、多くの活動ができるようになりました。地域連携カ

リキュラムもほぼ予定通り実施することができました。保護者、地域の皆様に

は、多くのご支援を頂き、感謝申し上げます。ありがとうございました。今後も、

感染症対策を講じながら、子どもたちにより多くの体験、経験ができるよう教

育活動を推進して参りたいと存じます。ご理解とご協力をよろしくお願いいた

します。 

「市民性」について～６年生の声～ 

3年 しめ縄づくり 

市民性の育ち 

２年 大根パーティー 

３年 絵手紙 



  １２月１９日にWBC（春日西中学校ブロック）合同研修会を開催しました。その中で、今年度の共通の取組

「あいさつ」について、児童・生徒が各学校の取組を発表した後、学校（子ども・教師）・家庭・地域の四者で、

話し合いを行いました。コロナ禍で地域との交流ができなかったこともあり、地域や保護者の方と子どもたちの

あいさつがまだ十分ではないという意見が出ました。今年は、４年ぶりに多くの行事を実施することができ、少し

ずつ地域の方との交流ができるようになりました。地域や保護者の方からも、子どもたちに「おはよう」の声掛け

をしていただけると有難く存じます。最後になりましたが、今年も皆様から多くのご支援を頂き、感謝申し上げま

す。ありがとうございました。 来年もよろしくお願いいたします。よい年始をお迎えください。 

 今年は、４年ぶりに校内音楽発表会を開催しました。きずな委

員会の進行で、各学年が発表を行いました。子どもたちは、他

の学年の発表を食い入るように観ていました。校内でお互いに

見せ合うことで、音楽発表会にむけて、さらに良いものにしたい

と思うよい機会にもなったようです。上学年の発表を観ながら、

1年後の自分たちの姿を想像できたことと思います。とても貴重

で、有意義な時間となりました。 

保護者・地域の皆様へ 

音楽発表会 

校内音楽発表会 

１年生 音楽劇「くじらぐも」 ２年生 楽器の音や手拍子を楽しんで  ３年生 リコーダー演奏 

４年生 初めての２部合唱 ５年生 SDGsの学習 ６年生 修学旅行の学習 

 １２月９日、多くの皆様にご参集いただき、音楽発表会を開催することができました。それぞれの学年が学習し

た内容を歌にのせて表現しました。子どもたちは、聴いてくださる方に、感動を届けるため一生懸命に練習して

きました。発表会当日は、これまでで最高の歌をお聞かせすることができたと満足していました。 


